
「失語症者応援ガイドブック」について  

  
  

京都府言語聴覚士会では、2014 年度の取組の一つとして、作成委員を公募し、「失語

症者応援ガイドブック・京都市・乙訓版」を作成しました。また 2015 年度には京都府

全域の情報も掲載することができました。  

  

以前より失語症友の会の方々からは、在宅に戻るにあたって、情報が少なく大変心細

い思いをしたという話を数多くきいていました。そこで、在宅や今後在宅を目指す失語

症の方々が新たな一歩を踏み出す、その後押しをする情報誌を作れないだろうかという

ことでこの企画がはじまりました。回復期の ST の方々にご協力いただいたアンケート

結果も踏まえながら内容を考えていきました。  

  

なお、このガイドブックには、失語症者ご自身の文章や聞き取った内容、御家族の手

記も掲載させていただいております。お忙しい中数多くの施設からも情報をいただきま

した。 

この場をかりて、厚くお礼申しあげます。  
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